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－ 46 － 
 1965・昭和40年１月 『中国の社会主義企業』ミネルヴァ書房（1959年の『現代中国の企業
形態』森山書店、の続編に当たる） 
 1965・昭和40年５月 『中国の国民生活』（山下竜三・梅川勉両氏と共著）法律文化社 
 1965・昭和40年11月 『中国革命史』（池田誠・松野昭二両氏と共著）法律文化社 











































































－ 48 － 
⑤「歴史の小さな正誤表」『東京六華会20周年記念誌』1993年12月 
⑥「中国と日本の100年」『常葉学園浜松大学経営情報学部論集』第８巻特別号、1996年３
月 
⑦「魯迅３題」日中人文社会科学交流協会『交流簡報』1996年７月号 
⑧「1929年１月における張学良少帥」『経営情報学部論集』（浜松大学）、第11巻第１号、1998
年６月 
⑨「1920年代の日中関係試論」中央大学『経営学論集』第41巻第６号、2001年３月 
 
 上海の将来については、次の諸変化に注目するにとどめる。 
 
①2010年の上海萬国博覧会開催の諸影響。 
②アジアにおいて、上海が、東京、香港などを凌駕する最大の金融センターとなる可能性
の増大。 
③国境問題の解決からスタートした「上海協力機構」（2001年６月上海で創設。中国、ロシ
ア、ウズベキスタン、カザフスタン、キルギス、タジキスタン６ヵ国で構成。2005年か
らインド、イラン、パキスタンがオブザーバーとして参加）が果たしつつある歴史的役
割。 
  第２次世界大戦後の中ソ対立、中印紛争などから、オブザーバー諸国を加えると人口
28億人に上る地域での平和と相互協力関係への明るい展望は世界史的重要性をもつ。
2006年６月の「５周年宣言」と「上海精神」を重視したい。日本は中国、韓国、ロシア
との国境問題未解決である。 
